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1 . はじめに
火砕流 は火山噴火に伴 っ て大豊の噴出物が高温 ･ 高速の 固気混相流となっ て沈下す卑現象で ある｡ 火砕流
はそれ自身が破壊的な現象であるが,･その堆積物が降雨によっ て侵食されて発生する火山泥流 (土石流) ち
また､ 大きな災審を起 こす｡ 火砕流は日本やフィリピン ･ イ ンドネシア重合む , 大陸緑野の島弧に分布する
火山に多<発生し ､ とりわけ､ rメラビ型火砕流+ と呼ばれる火砕流は､ 19 90年代に限つ て も, 雲仙普賢岳
(日本) ･ メラピ火山 ･ スメル火山 (インドネシア) ･ マ ヨ ン山 (フ ィリピン) ･ ス フリ エ
ー ル ヒルズ (か)ブ
海) 等で発生し､ 大きな災害となっ た｡ こ の ｢メラビ型火砕流+ は､ 堆積物の線辺部や, 新IElの堆積物どう
しの境界部分が侵食されやすい ことが報告されて いる (西田ら､■19
■
98)｡ 従 っ て ､ 火砕時の 堆積範囲が同定
できれば, 侵食によっ て発生する火山泥流の流下方向や範囲が串おま 桝こ予謝できる と考えられるb しかし
ながら, 前述のようなメラ ビ製噴火を起 こす火山は, 革潤多雨な地帯に多<, 噴煙の障書 も考えると空中写
真や光学セ ンサ ー によるリモ ー トセ ンシングでは由連な観耕肘弓難しい場合が多い と考えられるこ
そ こで本研究で は､ 雲や噴煙の影曹を受けにくい､ 合成開口 レ ー ダ ー によるリモ ー トセンシングで ､ 火砕
流堆積範囲を同定する手法の 開発草目指した｡
2. 手法と結果
テ ス トサイ トは雲仙普賢岳.(1990
- 1996に噴火) とし､■用いたデ ー タ杖, JE R Sl僧A R の レベル 2･1画像
である｡ JE R Sl は 199 2年から 19 98年にかIナて運用され ちょうど薯仙普賢岳の 活動期と沈静化の時期を
観測しており ､ 約3 0シ ー ンの良好な画像を取得で きた｡･ ここでは第
一 段階の 試み とし士, 括動期の うちの 2
シ ー ン (2時期 ;囲_1 上段 ･ 中段) に着目し, それぞれの.SA R嶺度画療 (後方散乱係数) の 差分演算で火
砕涜の堆積範囲の抽出を試みた ( 臥1下段)｡ その結果, この期間に多(の火砕流流下が見られた箇所 (東む
きの谷および, 北東側の 谷) には日だ っ たシグナルは認められなか っ た｡
マイク ロ 波後方散乱係数娃地表面の 粗度や土壌水分に依存すると言われる｡ 本研究の対象では ､ 既にフ レ
ッ シ ュ な火砕流堆穣物が被車 して いる箇所に新たな火砕流堆横物が乗 っ た状況で あり ､ こ の ような場合には
粗度や土壌水分条件に変化が起きなか っ たのか もしれない｡ あるいは , 3E R SI A Rの波長 (L バ ンド) が不
適当であっ たのか もしれない｡ 乗駄 馬直ら.(19 99)
■臥 R AI)A RSAT の SA R 画像 (C バ ンド) につ いて ､
同様の処 掛こよ っ て メラピ火山の火砕流堆積箇所を良好に抽tIしてい る｡
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囲 .1 J E RSl/S A R による裏仙普貿岳の画像およびその差分画像｡ 上が 弘
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